
平成 24年度　決算報告
集落別懇談会の結果概要（パート 2）
神河町長選挙・火災予防
市町交通災害共済に加入しましょう
各種行政情報
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　「今日は曇っていますので、すすきも何だか
少し寂しそうですね。見ごろは、11 月初旬ま
でですよ。」と地元の主婦の方。
　雪解けの 3月下旬には、山焼きも予定されて
います。1年を通じて、いろいろな表情を見せ
てくれます。（10 月 18 日撮影）
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　平成 24 年度の一般会計と特別会計、企業会計の決算がまとまり、9月定例議会で認定されました。
　町の予算は、皆さんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。
　この 1年間にどのくらいのお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。
　平成 24 年度の一般会計の決算は、歳入総額 91 億 4,431 万円、歳出総額 89 億 5,537 万円、差引 1億 8,894
万円の黒字となりました。
　また、決算状況として町ホームページにも掲載しています。
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5億 3,355万円

14億 4,277万円

6,129万円

3,156万円
52万円

町税の内訳
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税
鉱　産　税

総額 20 億 6,969 万円

町税　20億6,969万円（22.6％）

繰入金　9,360万円（1.0％）
諸収入　1億7,001万円（1.9％）
使用料・手数料（2.6％）　
　　2億3,716万円
分担金・負担金　1億761万円（1.2％）

地方交付税（35.3％）
32億 3,212万円

町債（15.1％）
13億 7,692万円

地方譲与税・交付金2億2,578万円（2.5％）県支出金（5.7％）
　5億1,770万円

繰越金　1億9,959万円（2.2％）

寄附金　317万円（0.0％）
財産収入　1,124万円（0.1％）

国庫支出金　8億9,972万円（9.8％）

　歳　入
91億4,431万円

人件費　（14.7％）
　13億 1,999万円

扶助費（7.2％）
　6億4,396万円

公債費（14.5％）
　13億 287万円

物件費（11.9％）
　10億 6,943万円

維持補修費（0.1％）503万円

補助費等（20.9％）
　18億 6,917万円

普通建設費（補助）（15.7％）
　　　14億553万円

普通建設費（単独）（4.5％）
　　　　4億80万円

災害復旧費（1.1％）
　9,812万円

積立金（4.2％）
　3億7,404万円

繰出金（5.2％）4億6,163万円 貸付金（0.0％）480万円

　性質別歳出
89億5,537万円 　目的別歳出

89億5,537万円

議会費　1億178万円（1.1％）

総務費　（14.7％）
　13億 1,484万円

民生費（13.2％）
　11億 8,430万円

衛生費（17.8％）
　15億 9.312万円

災害復旧費（1.1％）
　9,812万円

公債費（14.5％）
　13億 289万円

教育費（22.8％）
　20億 4,112万円

消防費（2.2％）
　1億9,319万円

土木費（5.4％）
　4億8,497万円

商工費（2.8％）
　2億5,164万円

農林水産業費（4.3％）
　3億8,492万円

諸支出金（0.1％）
　448万円
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区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
一 般 会 計 91 億 4,431 万円 89 億 5,537 万円 1億 8,894 万円

特　

別　

会　

計

介護療育支援事業特別会計 5,754 万円 5,104 万円 650 万円
産業廃棄物処理事業特別会計 2,033 万円 1,504 万円 529 万円
寺前地区振興基金特別会計 8,566 万円 8,566 万円 0万円
長谷地区振興基金特別会計 3,513 万円 3,513 万円 0万円
国民健康保険事業特別会計 13 億 6,335 万円 13 億 2,921 万円 3,414 万円
後期高齢者医療事業特別会計 1億 5,559 万円 1億 5,379 万円 180 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 11 億 1,970 万円 11 億 1,446 万円 524 万円
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 7,681 万円 5,599 万円 2,082 万円
老人訪問看護事業特別会計 1億 1,865 万円 1億　146 万円 1,719 万円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的 3億 3,352 万円 3億 2,695 万円 　657 万円
下 水 道 事 業 収益的 6億　187 万円 5億 7,911 万円 2,276 万円
公立神崎総合病院事業 収益的 39 億　697 万円 36 億 3,149 万円 2億 7,548 万円
総　　　合　　　計 170 億 1,944 万円 164 億 3,470 万円 5億 8,474 万円

一 般 会 計 及 び 特 別 会 計、 企 業 会 計 の 決 算

比率 比　率　の　状　況 用　語　の　説　明

経
常
収
支
比
率

91.0％

昨年度より 1.9 ポイント改善しています。歳入では普通交付税が
増加したため昨年度より増加しており、一方、歳出においては職
員の人件費や公債費及び企業会計・一部事務組への補助費等が減
少していますが、扶助費（障害者自立支援給付費・私立保育所委
託費）や物件費（電算ｼｽﾃﾑ経費・施設修繕料など）が増加してい
ます。その結果、経常的な歳入が昨年度より増え、歳出が昨年度
より減ったため、比率は下がり改善しました。今後も、歳入にお
ける経常一般財源が増加する要因はないので、歳出における削減
を継続していき、更なる改善に取り組む必要があると思われます。

財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村は 70％程度が
妥当とされています。経常一般財源から経常的経費に充てられる
割合が経常収支比率となり、比率が低い方が自由に使える資金が
多いことになります。
『経常的経費』…支出のうち人件費や物件費、公債費など、毎年必
　　　　　　　ず支払う経費。
『経常一般財源』…使途が特定されない財源で毎年常に入ってくる
　　　　　　　　もの。町税や普通交付税など。

財
政
力
指
数

46.5％
昨年度より 1.5 ポイント悪くなっています。この主な要
因は、自主財源である町税等が減少していることにあ
ります。

町の財政力を示す指数で、100％に近く、あるいは 100％
を超えるほど、財政に余裕があるとされています。普通交
付税算定による基準財政収入額を基準財政需要額で割って
得た数値の過去３年間の平均値をいいます。

指標でみる神河町の財政事情

8,192円
105,831円

128,229円
30,981円

町民１人あたりに使われたお金は

　　　　　　720,812円でした
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費

公　債　費
諸 支 出 金　

教　育　費

0

95,323円

20,254円
39,035円
15,550円

164,289円
104,869円

361円
災害復旧費 7,898円

4,933円

2,540円

42円

42,945円

町民１人あたり納めていただいたお金は

　　　　　166,588円でした
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

鉱　産　税
0

116,128円

ま
ち
の
１
年
間
の
お
金
の
ゆ
く
え

※各会計及び総合計は、万円未満を四捨五入していますので、上記の各会計の合計と総合計とは一致しません。

【各会計の説明】
◎一般会計：町が行政サービスを行う上での基本的な経費を計上した会計で、町にとって会計の中心となるもの
◎特別会計：特定の事業を行うため、特定の歳入歳出を一般会計の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計
　・介護療育支援事業特別会計：「ケアステーションかんざき」の運営管理、そして各町の機能回復訓練事業、各種の
　　　　　　　　　　　　　　　介護支援事業と障害を持つ子どもの療育（リハビリ・保育）事業など
　・国民健康保険事業特別会計：国民健康保険の運営
　・後期高齢者医療事業特別会計：住民申請等の窓口事務や保険料の徴収事務（保険料を徴収し広域連合へ納付）
　・介護保険事業特別会計：介護保険事業の運営
　・土地開発事業特別会計：企業団地及び住宅用地の造成、分譲販売
　・老人訪問看護事業特別会計：神崎郡、朝来市生野町、姫路市香寺町を対象に看護・リハビリサービスの提供
　・産業廃棄物処理事業特別会計：鍛治字ニガ竹の建設残土砂等処分地の管理運営
　・寺前地区振興基金特別会計：寺前地区振興のための基金の管理
　・長谷地区振興基金特別会計：長谷地区振興のための基金の管理
◎企業会計
　・水道事業会計：水道施設の管理運営
　・下水道事業会計：下水道施設の管理運営（合併処理浄化槽は除く）
　・公立神崎総合病院事業会計：公立神崎総合病院の管理運営
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議　会　費	
　・議会運営事業	 7,683 万円	

総　務　費	 	
　・電算機運営事業	 8,512 万円
　・医師修学資金貸与事業（2名）	 480 万円
　・地方バス等公共交通維持確保対策事業	 685 万円
　・文書管理システム導入	 798 万円
　・「広報かみかわ」発行	 361 万円
　・庁舎管理事業（本庁舎・支庁舎・支所）	 3,773 万円
　・庁用車管理事業（62 台）	 1,651 万円
　・財政調整基金積立事業	 3 億 3,833 万円
　・支庁舎バス停整備事業	 1,268 万円
　・コミュニティバス運営事業	 7,380 万円
　・交通安全施設整備事業	 276 万円
　・まちづくり活動支援事業	 180 万円
　・ＣＡＴＶ管理運営事業（人件費含む）	 1 億 5,682 万円
　・消費者行政推進対策事業	 161 万円
　・選挙費（衆議院議員総選挙）	 808 万円

民　生　費	
　・民生委員児童委員活動事業（協力委員事業を含む）	 532 万円
　・社会福祉協議会運営補助事業	 2,503 万円
　・国民健康保険事業特別会計繰出金	 5,965 万円
　・介護保険事業特別会計繰出金	 1 億 8,105 万円
　・老人クラブ助成事業	 555 万円
　・要援護者タクシー運賃助成事業（86 名）	 67 万円
　・白寿（2名）祝金支給事業	 20 万円
　・広域シルバー人材センター負担事業	 322 万円
　・高齢者生活支援ハウス運営委託事業	 600 万円
　・障害者自立支援法による各種給付事業	 1 億 7,960 万円
　・福祉医療助成事業	 8,053 万円
　・後期高齢者医療事業（特会・広域連合への繰出等）	 1 億 9,044 万円
　・子どもを健やかに生み育てる支援金	 345 万円
　・子ども手当・児童手当支給事業（事務費含む）	 1 億 9,019 万円
　・保育所運営事業	 1 億 9,189 万円
	
衛　生　費	
　・公立神崎総合病院運営事業（補助金）	 4 億 6,000 万円
　・介護療育支援事業特別会計繰出金（ｹｱｽﾃｰｼｮﾝかんざき）	1,082 万円
　・水道事業会計補助金	 6,700 万円
　・予防接種事業	 2,098 万円
　・健康づくり対策事業（各種検診、ﾜｸﾁﾝ接種緊急促進事業他）	2,274 万円
　・自殺対策強化事業（うつ病講演会、引きこもり家族支援など）	44 万円
　・母子保健事業（妊婦健診助成・乳幼児健診他）	550 万円
　・神崎郡北部火葬場運営事業（負担金）	 2,003 万円
　・中播北部クリーンセンター運営事業（負担金）	 3 億 3,799 万円
　・中播衛生施設事務組合負担金	 4,204 万円
　・浄化槽管理事業（町内 538 基の合併浄化槽の維持管理）	3,768 万円
　・下水道事業会計補助金	 4 億 3,000 万円

農林水産業費	
　・農業委員会事業	 340 万円
　・中播農業共済事務組合負担金	 1,042 万円
　・中山間地域等直接支払交付金事業（13 集落）	1,433 万円
　・有害鳥獣対策事業（サル、シカ、アライグマ他）	1,699 万円
　・シカ捕獲実施隊編成支援事業（県事業）	 1,132 万円
　・農地・水・農村環境保全向上推進事業（34 地区）	988 万円
　・農業者戸別所得補償制度推進事業関係	 428 万円
　・中山間地域総合整備事業（農道新設 1）	 500 万円
　・農村総合整備事業（村づくり型） 水路	 1,418 万円
　・フードセンター施設改善事業	 901 万円
　・地籍調査事業（山林、再調査）	 4,878 万円
　・環境育林事業（間伐補助）	 545 万円
　・県民みどり税活用事業	 2,859 万円
　　　（緊急防災林・針葉樹林と広葉樹林の混交林の整備）
　・林道改良事業（林道水谷線）	 1,350 万円

　・  水産業振興事業（漁業組合補助金）	 655 万円

商　工　費	
　・商工会補助金	 2,060 万円
　・商工振興事業補助金（ハートフル商品券補助）	 200 万円
　・緊急雇用対策（県事業：緊急及び重点分野に係る雇用創出）	 480 万円
　・町観光協会補助金	 708 万円
　・地域活性化推進事業（夏まつり他）	 559 万円
　・観光施設等管理事業（修繕料、補修工事、備品更新）

4,036 万円
　・峰山高原ホテル設備更新事業（辺地対策事業）	 5,859 万円
　・とのみね自然交流館管理運営事業（県より受託）	771 万円
　・砥峰高原駐車場整備事業（県補助事業）	 647 万円
	
土　木　費
　・電源立地地域対策事業（町道川上太田ダム線・谷垣内線）	2,330 万円
　・道路橋りょう維持補修工事（町道 22、橋りょう 1）	 3,262 万円
　・道路新設改良事業（道整備交付金 2、社会資本整備総合交付金 1）	
	 1 億 7,425 万円
　・橋りょうの点検事業（長寿命化修繕計画）	 333 万円
　・土砂災害情報システム更新事業	 1,176 万円
　・地域交流館整備事業（寺前）	 1 億 670 万円
　・空き家利活用再生事業	 1,148 万円
	
消　防　費	
　・姫路市消防局消防事務委託事業	 1 億 3,845 万円
　・消防団活動事業	 1,585 万円
　・消防施設管理事業（消防車輌等の車検、点検、修繕、燃料費他）
	 524 万円
　・消防施設整備事業	 120 万円
	
教　育　費	
　・小中学校、幼稚園管理事業	 2 億 6,250 万円
　・中学校施設整備事業（通学環境安全対策工事）	114 万円
　・統合小学校施設整備事業	 9 億 7,371 万円
　・統合幼稚園施設整備事業	 2 億 7,381 万円
　・小学校自然学校推進事業（4泊 5日、5年 109 名、家島）	252 万円
　・外国語指導助手活用事業（２名）	 1,028 万円
　・人権啓発、人権学習支援事業	 347 万円
　・放課後子ども教室事業	 487 万円
　・学童保育クラブ運営事業	 647 万円
　・文化財保存事業（町文化財の保存）	 68 万円
　・文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業　2年目	590 万円
　　　（文化庁：地域の古文書の整理や民俗調査など） 　
　・公民館管理事業（中央公民館、神崎公民館、人件費含む）	 5,604 万円
　・公民館事業	 393 万円
　　高齢者大学（256 名）、教室（6）、公演（一般）、文化祭、美術展　他
　・公民館図書室運営事業
　　　（蔵書数 中央 7,108 冊、神崎 14,159 冊）	 192 万円
　・児童センターきらきら館管理運営事業	 838 万円
　・子育て学習センター事業（おひさま）	 895 万円
　・地域交流センター管理運営事業（長期留学生７名、人件費含む）
	 3,963 万円
　・山村留学事業（短期留学）	 605 万円
　・社会体育施設管理事業（7箇所）	 8,170 万円
　・スポーツ大会、教室事業（チャレンジデー他）	125 万円
　・学校給食運営事業（小・中・幼）	 1 億 5,310 万円
	
公　債　費
　・長期借入債の元金償還事業	 11 億 5,501 万円
　・長期借入債の利子償還事業	 1 億 4,777 万円

災害復旧費	
　・農地災害復旧事業（国補助 1）	 78 万円
　・農業施設災害復旧事業（国補助 9）	 2,987 万円
　・林業施設災害復旧事業（国補助 2、町単工事 4）	1,262 万円
　・公共土木施設災害復旧事業	 5,485 万円
　　　（国補助：道路 3・河川 3、町単工事 14）

平成 24年度で実施した主な事業（一般会計） ま
ち
の
１
年
間
の
お
金
の
ゆ
く
え
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・実
じ っ し つ あ か じ ひ り つ

質赤字比率　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 11.25％～ 15％（3.75％）以上で早期健全化団体に、20％（5％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 16.25％～ 20％（8.75％）以上で早期健全化団体に、30％（15％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・実
じっしつこうさいひひりつ

質公債費比率　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対す
　　　る比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、
　　　公営企業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。
　　　この比率が 18％を超えた場合、地方債を発行するためには国の同意ではなく、許可が必要になります。
　　　また、25％以上になると早期健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上になると財政再生団
　　　体となり多くの地方債の発行が制限されます。

・将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政
　　　規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、350％（400％）以上で早期健全化団体となります。

・資
し き ん ふ そ く ひ り つ

金不足比率　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。
　　　比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、早期健全
　　　化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

○資金不足比率　　　＝

　平成 19 年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成 24 年度決
算に基づく神河町の健全化判断比率及び資金不足比率についてお知らせします。

１．健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位％）
	
	

２．資金不足比率　　　　　　　　　　　　　（単位％）	

健全化判断比率及び資金不足比率について

財政の健全化判断比率等の指標に関する用語の説明

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

－ 185,248（黒字は－表示）
	5,448,813

連結実質赤字額
標準財政規模

－ 1,103,142（黒字は－表示）
　	5,448,813

1,930,504 － 1,212,373
5,448,813 － 1,142,559

○連結実質赤字比率＝　　　　　　　　　　　　＝

○実質赤字比率　　＝　　　　　　　　　　　　＝

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。 （単位：千円）

　【３ヵ年平均】　		　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　3　＝ 18.0％

○実質公債費比率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 16.67647％
　【単年度（24 年度）】

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）
（H22 年度　	H23 年度　	H24 年度）
（19.36380	＋	18.05026	＋	16.67647）

18,790,007 － 15,335,757
5,448,813 － 1,142,559○将来負担比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 80.2％

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額）
資金の不足額
事業の規模

特別会計の名称 平成 24 年度決算 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 ― 20.0
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0
公立神崎総合病院事業会計 ― 20.0
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

平成 24 年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 14.73 20.0
連結実質赤字比率 ― 19.73 30.0
実質公債費比率 18.0 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 80.2 350.00

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率につ
　いては、実質赤字額及び連結実質赤字額が
　ないので「―」と記載しています。	
　　実質公債費比率は、平成 22・23・24 年
　度の 3カ年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、「	―	」
　と記載しています。
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１
．
接
客
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
集
落
懇
談
会

で
「
お
気
づ
き
箱
」
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
の
倍
近
い

４
６
３
人
の
方
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
、
昨
年

同
様
「
大
変
良
い
」「
良
く
な
っ
た
」

が
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。「
大
変
良

い
」
は
昨
年
比
2.9
％
減
少
し
ま
し
た
が
、

「
良
く
な
っ
た
」
は
2.0
％
、「
悪
い
」
は

1.6
％
そ
れ
ぞ
れ
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
お
気
づ
き
箱
意
見
」
に
つ

い
て
は
２
３
７
人
の
方
か
ら
御
意
見
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
役
場
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

︻
主
な
御
意
見
︼	

■
接
客
マ
ナ
ー

○
接
客
を
窓
口
の
女
子
職
員
だ
け
に
ま

か
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
困
っ
て

い
る
と
き
は
上
席
自
ら
立
つ
べ
き

○
マ
ナ
ー
の
一
層
の
改
善
で
成
果
が
町

民
に
伝
わ
れ
ば

○
朝
の
あ
い
さ
つ
が
人
に
よ
っ
て
な
っ

て
い
な
い

○
接
客
マ
ナ
ー
、
３
回
同
じ
こ
と
で
行

っ
た
が
気
持
ち
よ
い
対
応
で
う
れ
し

か
っ
た

○
忙
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
も
う
少
し

笑
顔
が
ほ
し
い

○
一
人
一
人
の
意
識
改
革　

第
一
印
象

が
大
切　

全
員
明
る
い
あ
い
さ
つ
を

○
他
市
町
に
比
べ
神
河
町
役
場
職
員
は

気
配
り
の
あ
る
対
応
を
さ
れ
て
い
る
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く

○
電
話
対
応
等
良
く
な
っ
て
き
た
が
一

部
の
マ
ナ
ー
無
視
の
対
応
で
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る

○
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
見
つ
め
ず
、
お
客

様
の
立
場
を
考
え
て

○
最
近
良
い
感
じ
で
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る

な
ど

２
．
そ
の
他
の
御
意
見
に
つ
い
て 

■
財
政
健
全
化
に
関
し
て

○
住
民
が
減
少
し
て
い
る
の
で
職
員
も

減
ら
せ
ば

○
支
出
を
減
ら
す
た
め
に
節
電
・
節
約

の
取
り
組
み
を

○
必
ず
し
も
職
員
が
し
な
く
て
も
良
い

業
務
は
町
民
に
委
託
す
れ
ば

な
ど

■
職
員
に
関
し
て

○
担
当
者
が
頑
張
っ
て
い
る
の
に
上
席

は
も
っ
と
地
域
へ　

そ
こ
で
知
恵
・

工
夫
が
う
ま
れ
る

○
役
場
職
員
は
受
身
が
多
い

　

も
っ
と
元
気
に
地
域
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
を
希
望

○
何
事
も
良
く
や
っ
て
い
る
と
思
う
、

頑
張
っ
て
業
務
の
遂
行
を
願
う

○
将
来
を
見
据
え
た
町
に
す
る
こ
と
、

住
民
目
線
に
た
っ
た
行
政
を

○
少
し
ず
つ
町
づ
く
り
に
前
向
き
な
姿

勢
が
見
え
て
き
て
よ
い
状
況
に
な
っ

て
い
る

な
ど

■
懇
談
会
に
関
し
て

○
す
ば
ら
し
い
村
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら

も
村
民
一
同
頑
張
り
た
い

○
町
長
に
話
が
行
け
ば
事
業
が
進
み
、

課
長
で
は
進
ま
な
い
と
い
う
体
制
で

は
先
が
な
い

○
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
な
ら
も
う

少
し
区
民
の
声
の
尊
重
を

（パート２）平成 25年度　集落別懇談会について　（結果の概要）

記載枚数
24 年度 25 年度

記載数（人）比率（％） 記載数（人）比率（％）
262 100 463 100

①大変良い 53 20.2 80 17.3
②良くなった 108 41.2 200 43.2
③普通 84 32.1 167 36.1
④悪い 12 4.6 14 3.0
⑤その他 5 1.9 2 0.4

まちづくりについて
多数の貴重な御意見をありがとうございました
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○
丁
寧
な
説
明
あ
り
が
と
う　

観
光
に

加
え
産
業
振
興
も
、
特
に
森
林
、
農

地
の
恵
を
商
品
に

○
懇
談
会
は
今
後
も
継
続
し
て
も
ら
い

た
い

な
ど

■
道
路
基
盤
・
通
学
路
に
関
し
て

○
自
然
を
守
り
な
が
ら
も
道
路
整
備
を

○
通
学
安
全
対
策
と
し
て
の
道
路
改
良

○
道
路
穴
ボ
コ
修
繕
の
即
時
対
応
に
感

謝
○
幹
線
町
道
が
完
成
し
喜
ん
で
い
る
が

ス
ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ
、
安
全
対
策
を

○
国
・
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
ば
か
り

で
は
な
く
、
本
当
の
良
い
結
果
をな

ど

■
災
害
予
防
に
関
し
て

○
防
災
に
つ
い
て
他
町
と
の
協
力
体
制

を
○
防
災
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が

Ｈ
25
予
算
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い

の
で
は

○
防
災
・
大
水
対
策
を

○
土
砂
取
り
除
き
に
感
謝
、
一
方
で
支

流
合
流
点
は

○
災
害
時
、
地
域
で
隣
り
近
所
の
助
け

合
い
が
必
要

な
ど

■
学
校
・
教
育
に
関
し
て

○
子
育
て
し
や
す
い
町
に

○
青
少
年
健
全
育
成
大
会
の
子
ど
も
た

ち
の
主
張
に
感
動

○
神
河
町
史
の
作
成
を

○
住
民
同
士
も
っ
と
気
軽
に
も
の
が
言

え
る
人
権
文
化
の
創
造
を

○
子
ど
も
の
あ
い
さ
つ
の
徹
底
に
は
感

動

な
ど

■
病
院
と
医
療
・
福
祉
に
関
し
て

○
病
院
は
地
域
の
宝

○
医
療
費
無
料
化
は
あ
り
が
た
い

　

さ
ら
に
給
食
費
の
負
担
減
の
検
討
を

○
人
口
減
少
の
中
で
こ
れ
以
上
の
病
院

拡
大
の
必
要
は
な
い　

そ
れ
よ
り
も

医
療
付
介
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
確
保

を
○
病
院
、
介
護
の
町
に
一
日
で
も
早
く

○
病
院
、
も
し
検
討
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
介
護
負
担
軽
減
が
で
き
る
医
療

施
設
を
考
え
て

な
ど

■
環
境
対
策
に
関
し
て

○
河
川
改
修
も
進
み
よ
く
な
っ
た
が
魚

が
い
な
い
の
が
さ
み
し
い

○
川
の
汚
れ
が
年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い

る
？

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
使
用

で
き
ま
す
か　

15
年
で
再
考
と
伺
っ

て
い
た
の
で

○
生
ゴ
ミ
処
理
機
対
応
し
て
い
る
が
木

製
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
を
早
く
し
て
い

た
だ
け
れ
ば

○
町
有
地
・
放
棄
地
の
草
刈
検
討
をな

ど

■
高
齢
対
策
に
関
し
て

○
ミ
ニ
デ
ー
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
せ
め

て
郡
内
・
朝
来
市
ま
で

○
廃
校
の
あ
と
に
町
営
老
人
ホ
ー
ム
を
、

民
間
は
高
い

○
老
々
夫
婦
（
世
帯
）、
独
居
老
人
対

策
を

○
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を

○
コ
ツ
コ
ツ
貯
金
体
操
、
脳
ト
レ
の
会

合
に
も
皆
で
笑
い
な
が
ら
過
ご
す
こ

と
が
出
来
あ
り
が
た
い

　

な
ど

■
情
報
発
信
に
関
し
て

○
光
ケ
ー
ブ
ル
化
を

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
が
去

年
よ
り
多
く
発
生
？

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
通
信
機
器
改
善
計

画
は
あ
る
よ
う
だ
が
人
離
れ
が
あ
る

早
期
の
対
策
を

な
ど

■
雇
用
・
地
域
振
興
に
関
し
て

○
人
口
減
少
を
な
く
す
、
働
く
場
所
が

あ
れ
ば
子
ど
も
も
町
内
に
住
む
の
で

は
○
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待

○
町
の
活
性
化
策
「
住
み
た
い
町
」
で

あ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

○
ま
ち
づ
く
り
等
の
計
画
は
立
案
段
階

か
ら
地
域
に
声
掛
け
を

○
コ
ミ
バ
ス
を
も
う
少
し
多
く

　

ま
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

○
企
業
誘
致
で
は
な
く
神
河
会
社
を
町

内
全
て
の
人
で
設
立
す
る

　

町
の
木
を
使
い
家
具
に
な
ど

○
観
光
産
業
等
将
来
性
を
見
通
し
た
政

策
を

○
雇
用
と
町
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う

な
地
場
産
業
が
ほ
し
い
、
子
ら
は
大

学
を
出
て
も
帰
っ
て
こ
な
い

■
そ
の
他

○
本
庁
と
支
庁
舎
事
務
分
掌
が
分
か
ら

ず
行
き
来
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

○
旧
小
学
校
跡
地
の
管
理
を

○
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル
の
日
祭
日
の
開

館
時
間
の
柔
軟
対
応
を
。
割
り
増
し

は
当
然
使
用
者
負
担
で

○
人
権
の
日
広
報
車
で
住
民
に
呼
び
か

け
を
し
て
は
ど
う
か

○
観
光
客
は
良
い
が
、
ゴ
ミ
対
策
をな

ど

□
全
て
の
御
意
見
を
紹
介
で
き
ま
せ

ん
が
、
御
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
全
て
の
項
目
に
対
す
る

回
答
に
つ
い
て
は
、
区
長
様
へ
の
一

括
回
答
と
あ
わ
せ
、
御
名
前
を
頂
戴

し
、
御
返
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方

に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
御
返
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
御
意
見

は
今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役

立
て
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
貴
重
な
御
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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任
期
満
了
に
伴
う
神
河
町
長
選

挙
を
11
月
12
日
（
火
）
告
示
、
17

日
（
日
）
投
開
票
の
日
程
で
執
行

し
ま
す
。

　

尊
い
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

︻
期
日
前
投
票
︼

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
買
い

物
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
予
定
が
あ

る
方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
期
間
・
開
設
時
間

本
庁
舎
・
神
崎
支
庁
舎

　

11
月
13
日
（
水
）

～
16
日
（
土
）　

４
日
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

セ
ン
タ
ー
長
谷	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

︻
不
在
者
投
票
︼

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
に

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
神
河
町
に
住
所
を
置
き

な
が
ら
、
学
生
や
勤
務
の
関
係
で

他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

も
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

（
市
役
所
・
役
場
）
に
お
い
て
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
投
票
は
、
郵
便
で
の
取
り

扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
数
日
間

の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
11
月
12
日
（
火
）
ま
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

︻
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　

次
の
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、

自
宅
に
い
な
が
ら
郵
便
に
よ
り
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
次
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
、
移
動

　

機
能
の
障
害
…
１
、
２
級
の
方

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

　

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
…

　

１
、
３
級
の
方

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
害
…
１
～
３

　

級
の
方

②
介
護
保
険
証
に
要
介
護
状
態
区

　

分
が
要
介
護
５
で
あ
る
方

問
合
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
３
４
―
０
０
０
１

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

11
月
９
日
（
土
）
か
ら
15
日
（
金
）

ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
犠
牲
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
中
播
磨
管
内
で

は
野
焼
き
か
ら
の
火
災
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
野
焼
き
か
ら
の
火
災

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
次
の

こ
と
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
焼
却
火
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
不

適
正
な
野
焼
き
を
し
な
い
。

※
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
（
第
16
条
の
２
）
に

よ
り
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
場
合
等
以
外
の
焼

却
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
禁
止
行
為
で
な
い
焼
却
を
行
う

場
合
で
も
、
水
バ
ケ
ツ
等
の
消

火
準
備
や
十
分
な
監
視
を
行
う
。

※
風
向
き
、
風
の
強
さ
、
空
気
の

乾
燥
状
況
等
の
気
象
条
件
に
注

意
し
、
乾
燥
注
意
報
又
は
強
風

注
意
報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は

絶
対
に
焼
却
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

～
３
つ
の
習
慣
・

４
つ
の
対
策
～

　

３
つ
の
習
慣

⑴
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

⑵
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

⑶
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

４
つ
の
対
策

⑴
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑵
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

⑶
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

⑷
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防

団
を
中
心
に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
家

庭
及
び
小
規
模
事
業
所
の
火
災
予

防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
者
数
は

急
増
し
て
お
り
、
特
に
半
数
以
上

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
死
に
至
っ
た
６
割
は
逃
げ
遅

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
被
害
か
ら
守
る
た

め
に
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
新

築
住
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
６
月
１

日
か
ら
既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
、

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

『 

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
О
Ｎ
の
ま
ま 

』

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
私
た
ち
の
町
か
ら

　
　
　
　
　
　
火
災
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
情
報

神
河
町
長
選
挙
を
執
行
し
ま
す

投
票
日　

11
月
17
日
（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時
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大
き
な
安
心

　
　

市
町
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
26
年
度
の
市
町
交
通
災
害

共
済
加
入
募
集
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
市
町
交
通
災
害
共
済
は
、

皆
さ
ん
が
会
費
を
出
し
合
い
不
幸

に
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方

に
見
舞
金
を
お
く
る
互
助
制
度
で

す
。

　

平
成
25
年
度
の
共
済
期
間
が
３

月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。
新
規
に

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
及
び
継
続

し
て
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
の
手

続
き
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
受
付
開
始

　

平
成
25
年
11
月
11
日
（
月
）
～

◆
新
規
加
入
者

　

住
民
生
活
課
窓
口
で
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
掛
金
は
現

金
納
付
と
な
り
ま
す
。

◆
継
続
加
入
者

　
　
　
　

︵
本
年
度
現
金
加
入
︶

　

11
月
上
旬
に
組
合
か
ら
継
続
加

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

住
民
生
活
課
で
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
掛
金
は
現
金
納

付
と
な
り
ま
す
。

◆
継
続
加
入
者

　
　

︵
本
年
度
口
座
登
録
完
了
︶

　

11
月
上
旬
に
組
合
か
ら
継
続
加

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

次
年
度
の
加
入
に
つ
い
て
変
更

が
な
い
場
合
は
、
２
月
28
日
に
掛

金
が
口
座
振
替
さ
れ
、
継
続
加
入

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
員
や
振
替
口
座
等

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
知
ら

せ
が
届
い
て
か
ら
登
録
内
容
を
確

認
し
、
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
住
民
生
活
課
か
ら
加

入
状
況
変
更
届
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
変
更
内
容
を
記
入
し
同
課
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

新
規
加
入
者
及
び
本
年
度
現
金

加
入
者
で
、
平
成
26
年
度
以
降
の

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
加

入
手
続
き
を
さ
れ
る
際
に
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
口
座
の
通
帳
及

び
銀
行
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
継
続
加
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
も
、
口
座
登
録
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︱ 

市
町
交
通
災
害
共
済
制
度 

︱

加
入
資
格

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の	

あ
る
方

・
町
内
に
勤
務
又
は
在
学
し
て
い

る
方

掛　
　

金

　

１
人
／
年
額
５
０
０
円

共
済
内
容

・
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
か
ら

見
舞
金
等
級
表
が
改
正
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
下
記
の
新
旧
対
照

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
法
令
違
反
や
、
重
大
な

過
失
が
加
入
者
に
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
支
給
制
限
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

共
済
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た

方
も
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

連
絡
先
・
問
合
せ

　

住
民
生
活
課	☎３

４
― 

０
９
６
３

■共済見舞金の等級及び金額表■
等級 災　害　の　程　度 見舞金額（千円）
1 死　　亡 1,000

2 医師の治療を要する傷害で、入院治療
151日以上の場合 200

3
医師の治療を要する傷害で、治療実日
数121日以上、内入院治療61日以上の場
合又は通院治療実日数181日以上の場合

120

4 医師の治療を要する傷害で、治療実日
数91日以上の場合 100

5 医師の治療を要する傷害で、治療実日
数61日以上の場合 80

6 医師の治療を要する傷害で、治療実日
数31日以上の場合 60

7 医師の治療を要する傷害で、治療実日
数7日以上の場合 50

8 医師の治療を要する傷害で、治療実日
数3日以上の場合 40

■共済見舞金の等級及び金額表■
等級 災害の程度 見舞金額（千円）
1 死　　亡 800

2

自動車損害賠償保障法施行令（昭和30年政令第286
号）別表第1に定める等級に該当する介護を要する後
遺障害が存する場合、同法施行令別表第2に定める第
1級各号に該当する後遺障害が存する場合又は片腕上
腕骨切断による障害の場合若しくは片足大腿骨切断
による障害の場合

700

3 医師の治療を要する傷害で、入院治療181日以上の場合 200

4 医師の治療を要する傷害で、治療実日数151日以上、
内入院治療91日以上の場合 150

5
医師の治療を要する傷害で、治療実日数121日以上、
内入院治療61日以上の場合又は通院治療実日数241日
以上の場合

100

6
医師の治療を要する傷害で、治療実日数91日以上、
内入院治療31日以上の場合又は通院治療実日数181日
以上の場合

80

7
医師の治療を要する傷害で、治療実日数61日以上、
内入院治療16日以上の場合又は通院治療実日数91日
以上の場合

60

8 医師の治療を要する傷害で、入院を含む治療実日数
31日以上の場合又は通院治療実日数61日以上の場合 50

9 医師の治療を要する傷害で、治療実日数7日以上の場合 40
10 医師の治療を要する傷害で、治療実日数3日以上の場合 30

備考	 	
1．災害の程度は、事故日から1年以内のものとする。
2．ギプス固定中の日数は、入院日数に換算する。
3．自動車安全運転センター所長の交通事故証明書（人身
事故のものに限る。）が得られない場合の見舞金は6等
級を限度とする。ただし、死亡の場合は2等級を支給す
る。	

備考	 	
1．災害の程度は、事故日から1年以内のものとする。	
2．ギプス固定中の日数は、入院日数に換算する。	
3．自動車安全運転センター所長の交通事故証明書（人身事故の
ものに限る。）が得られない場合の見舞金は5等級を限度とす
る。ただし、死亡の場合は2等級を支給する。	

旧新

行
政
情
報



平成 25 年 11 月 1 日10 

　
　

税
金
は
納
期
限
内
に
！

　

税
金
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
社
会
生
活
を
お
く
っ
て
い

た
だ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
税
金
は

所
得
や
資
産
に
応
じ
て
皆
さ
ん
に

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
、
納
期
限
内
の
納
付
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
納
期
限
内

に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
納
税
者
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
状
の
送
付
な
ど
、

余
分
な
経
費
の
支
出
を
招
き
、
町

に
無
駄
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
納
付
さ
れ

た
方
と
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
と

の
不
公
平
を
な
く
し
て
税
の
公
平

性
を
保
つ
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
・
・
・

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
を
納

付
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
単
な
る
「
納
め
忘
れ
」

等
に
よ
り
納
付
で
き
な
い
場
合
を

考
慮
し
て
、
督
促
状
の
送
付
後
も

催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

督
促
状
や
催
告
書
が
届
い
た
場
合

は
、
早
急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

■　

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す　
　

　
（
文
章
中
の
延
滞
金
の
率
に
つ
い

て
は
、
本
年
12
月
末
日
ま
で
）

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
の
他
に
、
法
律
で
決
め
ら
れ

た
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
延
滞
金
の
率
は
納
期
限
の
翌

日
か
ら
１
か
月
は
年
7.3
％
（
特
例

に
よ
り
現
在
は
4.3
％
）、
１
か
月

を
過
ぎ
る
と
年
14
・
６
％
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
銀
行
な
ど
で
お
金

を
借
り
る
よ
り
も
高
い
率
で
す
。

■　

滞
納
は
放
置
せ
ず
、

必
ず
納
付
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
や

経
営
不
振
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
で
一
時
的
に
納
期
限
内
に
税

金
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

税
務
課
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
た
う

え
で
、
最
適
な
納
付
方
法
を
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

虚
偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守

ら
ず
に
不
履
行
と
な
っ
た
場
合
は
、

滞
納
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■　

納
付
忘
れ
を
防
ぐ

便
利
な
口
座
振
替

　

税
金
の
納
付
は
、
安
全
・
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
度
の
手
続

に
よ
り
毎
年
継
続
し
ま
す
の
で
、

納
付
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
大

変
便
利
で
す
。
お
申
込
み
は
、
町

内
の
金
融
機
関
ま
た
は
税
務
課
へ

お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
は
納
付
期
限
日
に
引

き
落
と
し
と
な
る
た
め
、
再
振
替

は
で
き
ま
せ
ん
。
納
期
限
日
ま
で

に
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

■　

滞
納
処
分
の
内
容

　

滞
納
者
の
預
金
、
給
与
、
年
金
、

生
命
保
険
、
不
動
産
所
有
状
況
、

売
掛
金
な
ど
を
調
査
し
、
財
産
を

差
し
押
さ
え
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
に
よ
り
財
産
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
身

分
証
を
持
っ
た
徴
税
吏
員
が
直
接
、

自
宅
、
事
務
所
、
店
舗
や
工
場
な

ど
を
訪
問
し
、
売
却
見
込
の
あ
る

動
産
（
車
、
貴
金
属
な
ど
）
を
差

し
押
さ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
公
売
を

行
い
換
価
手
続
き
の
後
、
滞
納
町

税
に
充
て
て
滞
納
額
の
減
少
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
　

家
屋
の
新
・
増
築
、

　
　
　

取
り
壊
し
を
し
た
ら

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

　

未
登
記
家
屋
の
新
・
増
築
や
取

り
壊
し
、
所
有
権
移
転
を
さ
れ
た

場
合
、
そ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
課
税
漏
れ
や
誤
っ
て

課
税
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
登
記
を
完
了
さ
れ
た
方
は
、

連
絡
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
中
に
新
・
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
10

月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
家
屋

評
価
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
早
期
に
評
価

を
希
望
の
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
相

続
人
代
表
者
の
届
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
お
名
前
で
課
税
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

　

☎
３
４
―
０
９
６
１
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税
務
課
か
ら

　
　

水
道
メ
ー
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　

取
替
え
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で

使
用
期
限
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
17
年
の
取
替
え

か
ら
８
年
が
経
過
す
る
地
区
の
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

　

取
替
え
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
置
か
な
い
な
ど
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
が
分
か
り
や
す

く
、
い
つ
で
も
取
替
え
が
で
き
る

状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

11
月
11
日
（
月
）

～
11
月
19
日
（
火
）

対
象
地
区　

新
野
・
野
村
・
比

延
・
寺
前
・
大
河
・
上
岩
・
高

朝
田
・
為
信
地
区
の
全
域

　

南
小
田
・
上
小
田
地
区
の
一
部

取
替
え
方
法　

町
内
水
道
指
定
業

者
が
、
期
間
内
に
各
ご
家
庭
を

訪
問
し
取
替
え
ま
す
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課

☎
３
４
―
０
９
６
６

上
下
水
道
課
か
ら
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
成
26
年
３
月
14
日
ま
で
）

☎
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―
１
１
７

　

☎
（
０
３
）
６
７
０
０
―
１
１
３
０

年
金
だ
よ
り

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

　
　

納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　

請
求
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
！

︵
電
子
証
明
書
が
不
要
に
な
り
ま

し
た
︶

　

自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
し
、
税
務
署
の
窓
口

で
納
税
証
明
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日　　　時 会　　場
名　　称

11 月 26 日
（火）

13：30
～ 15：30

福崎町
エルデホール

11 月 27 日
（水）

10：00
～ 12：00 姫路市

文化センター13：30
～ 15：30

内
容

　

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、

平
成
25
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か

た
や
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

持
参
い
た
だ
く
も
の

　

姫
路
税
務
署
か
ら
送
付
す
る
説

明
会
資
料

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

︵
法
人
課
税
部
門
︶

行
政
情
報

　
　

軽
・
中
度
難
聴
児
の
補
聴
器

　
　

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
軽
・
中
度
難
聴
児
の

補
聴
器
等
購
入
費
を
一
部
助
成
し

ま
す
。

対
象
者　

次
の
項
目
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方

①
年
齢
が
０
歳
か
ら
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
に
あ
る
児
童

②
保
護
者
の
住
所
が
町
内
で
あ
る

こ
と

③
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
対
象

で
な
い
こ
と

④
補
聴
器
の
利
用
に
よ
り
、
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
医
師

が
判
断
し
て
い
る
こ
と

⑤
世
帯
町
民
税
所
得
割
が
23
万
５

　

千
円
未
満
で
あ
る
こ
と

助
成
額

・
耳
か
け
型
、
耳
穴
型
（
レ
デ
ィ

メ
イ
ド
）
、
骨
導
式
ポ
ケ
ッ
ト

型　
　
　
　
　
　
　

…
４
万
円

・
骨
導
式
眼
鏡
型
、
耳
穴
型
（
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）
、
Ｆ
Ｍ
補
聴

シ
ス
テ
ム　
　
　
　

…
10
万
円

・
耳
あ
て　
　
　
　
　

…
６
千
円

・
耳
穴
型
シ
ェ
ル
…
１
万
８
千
円

申
請
方
法

　

申
請
書
、
意
見
書
、
見
積
書
が

必
要
で
す
。
用
紙
は
健
康
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

☎
３
２
―
２
４
２
１

健
康
福
祉
課
か
ら

姫
路
税
務
署
か
ら

※
受
取
の
際
は
、本
人
（
代
理
人
）

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
受
取
に
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
メ
リ
ッ
ト

①
手
数
料
が
安
価
で
す
。
一
税

目
一
年
度
３
７
０
円
（
通
常

４
０
０
円
）

②
窓
口
で
書
面
に
よ
り
請
求
す
る

場
合
と
比
べ
、
短
い
時
間
で
受

け
取
れ
ま
す
。

　
（
当
日
の
受
け
取
り
を
指
定
さ

れ
た
場
合
に
は
、
多
少
お
時
間

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

※
詳
し
く
は
、

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
26
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
園
願
書
を
受
付
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
11
月
上
旬
に
入
園
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
園
児
に
つ
い
て
は
手
続
不
要
で
す
。

対
象
者　

町
内
に
在
住
す
る
幼
児
で
、

　

・
５
歳
児
（
年
長
）
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

・
４
歳
児
（
年
少
）
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

必
要
書
類　

入
園
願
書

（「
入
園
案
内
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。）

提
出
先　

幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
教
育
課
（
学
校
教
育
係
）、
神
崎
支
庁
舎
（
地
域
局
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ　

３
４
―
０
２
１
２

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
所
申
込
み
を
11
月
１
日

（
金
）
か
ら
受
付
し
ま
す
。
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
受
付
し
ま
す

の
で
、産
休
・
育
休
満
了
後
の
入
所
等
入
所
時
期
が
分
か
る
方
は
必
ず
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
入
所
さ
れ
て
い
る
児
童
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
も
、
再
度
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

０
歳
～
５
歳
児
（
月
齢
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

入
所
基
準　

両
親
が
家
庭
外
（
内
）
労
働
・
母
親
の
出
産
・
病
人
の
介
護
等
・
家
庭
の

災
害
等
に
よ
り
児
童
を
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

必
要
書
類　

入
所
申
込
書
（
裏
面
に
就
労
状
況
証
明
・
母
子
手
帳
の
写
し
等
）

　
（
申
込
用
紙
は
住
民
生
活
課
・
神
崎
支
庁
舎
（
地
域
局
）・
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。）

提
出
先　

住
民
生
活
課
・
神
崎
支
庁
舎
（
地
域
局
）

締
め
切
り　

11
月
29
日
（
金
）

※
定
員
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
締
め
切
り
後
も
随
時
受
付
け
ま
す
の
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課　

☎
３
４
―
０
９
６
２

《
平
成
25
年
度
（
参
考
）》

定　
　

員　

50
名
（
寺
前
保
育
所
）　　

90
名
（
神
崎
保
育
園
）

開
所
時
間　

７
時
か
ら
19
時
ま
で

延
長
保
育　

18
時
か
ら
19
時
ま
で
（
１
回
１
５
０
円
）

一
時
預
か
り　

保
育
所
へ
直
接
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
が
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
同
月
間
の
取
組
と
し
て
、
町
と
町
教
育
委

員
会
、
町
人
権
文
化
推
進
協
議
会
、
町
青
少
年
補
導
委
員

会
は
、「
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。　
　
　
　

～
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会
～

と　

き　

11
月
30
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

内　

容　

表
彰
（
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
こ
こ
ろ
の
窓

写
真
入
選
者
・
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
）

　

子
ど
も
た
ち
の
主
張

　
（
越
知
谷
小
学
校
・
寺
前
小
学
校
・
神
河
中
学
校
・
神

崎
高
校
）

講　

演

　

演
題
「
差
別
っ
て
な
ん
や
ね
ん
!!

～
人
の
心
の
奥
底
に
あ
る
も
の
～
」

講
師　

落
語
家　

桂　

福
車　

氏

問
合
せ　

教
育
課　

☎
３
４
―
０
２
１
２

平
成
26
年
度　

幼
稚
園
入
園
の
ご
案
内

平
成
26
年
度　

保
育
所
（
園
）
入
所
申
込
み
の
ご
案
内

11
月
は

『
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
』
で
す

※
人
間
は
人
と
比
較
す
る
本
能

が
あ
り
、
そ
れ
が
い
じ
め
や

差
別
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

人
間
の
本
能
に
こ
う
い
っ
た

も
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
、
こ
う
い
っ

た
刃
を
外
に
向
け
る
こ
と
な

く
、
知
恵
や
理
性
で
刃
を
外

に
向
け
な
い
努
力
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

行
政
情
報

　

人
権
擁
護
委
員
の
田
中
常
生
氏

（
高
朝
田
）
の
任
期
満
了
に
と
も

な
い
、
法
務
大
臣
に
対
し
再
推
薦

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
25
年
10

月
１
日
付
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
職
務
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
第
11
条
に
よ
り
、

①
自
由
人
権
思
想
に
関
す
る
啓
発

宣
伝
を
す
る
こ
と
、
②
民
間
に
お

け
る
人
権
擁
護
運
動
の
助
長
に
務

め
る
こ
と
、
③
人
権
侵
犯
事
件
に

つ
き
、
そ
の
救
済
の
た
め
調
査
及

び
情
報
の
収
集
を
行
い
、
法
務
大

臣
へ
の
報
告
、
関
係
機
関
へ
の
勧

告
な
ど
適
切
な
救
済
方
法
を
講
ず

る
こ
と
、
④
貧
困
者
に
対
し
訴
訟

援
助
、
そ
の
他
そ
の
人
権
擁
護
の

た
め
適
切
な
救
済
方
法
を
講
ず
る

こ
と
、
⑤
そ
の
他
人
権
の
擁
護
に

務
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

田
中　

常
生 

氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
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　9月 6日（金）～ 8日（日）までの 3日間、神河町神崎公民館・神崎体育センターにおいて、第 8回神河
町美術展（合併前を通算しますと 28 回になります）が開催されました。日本画、洋画、書、写真、彫塑工
芸の 5部門合わせて 147 点の作品が、町内ほか県下各地より出展されました。500 人を超える人が来場され、
レベルの高い盛大な美術展となりました。
　表彰式は 9月 8日（日）午後２時より神崎公民館大ホールで行われました。
　各部門の受賞者及び招待・委嘱・審査員は次の通りです。（敬称略）

第8回 神河町美術展

【日本画】
兵庫西農業協同組合長賞

『水路閣』
立垣　直子

【洋画】
奨励賞

『鶏頭』
髙内　好子

【写真】
奨励賞

『会話するまなざし』
藤原　俊郎

【写真】
町文化協会長賞
『笑顔満開』
佐想　善克

【書】
奨励賞

『御詠歌』
藤原　忠子

【洋画】
神河町長賞

『霧けむる日』
正城　信義

【書】
中はりま森林組合長賞

『日野原重明のことば』
吉田　繁良

賞 日 本 画 の 部 洋 画 の 部 書 の 部 写 真 の 部 彫塑工芸の部
神 河 町 長 賞 鈴木みゆき 福崎町 正城　信義 神河町 上野　綾子 神河町 清瀬いちろう 姫路市 白石　長之 姫路市
神河町議会議長賞 笹沼千寿代 姫路市 徳賀さよ子 神河町 藤本　映子 福崎町 藤澤　昌信 市川町 鈴木みゆき 福崎町
神河町教育委員会賞 西脇　和子 西脇市 三木紀美子 姫路市 砂川　佳弘 姫路市 柴田　　譲 市川町 黒田　雅幸 姫路市
神崎郡美術協会長賞 棚原　啓子 姫路市 宮永紀代美 神河町 屋禰　清美 福崎町 野村　正志 姫路市 岡本　忠治 加古川市
神河町文化協会長賞 前井かずや 宍粟市 水野ちゑ子 西脇市 植川ゆかり 朝来市 佐想　善克 神河町 藤原理惠子 太子町
神河町 商工会長賞 西岡　　堆 加西市 足立　知一 神河町 竹原　陽子 神河町 藤澤　雅代 市川町 藤本　八郎 多可町
兵庫西農業協同組合長賞 立垣　直子 神河町 牛嶋　和常 高砂市 藤本　照子 福崎町 河合　正雄 小野市 藤本ちづる 多可町
中はりま森林組合長賞 三宅　　昇 朝来市 名倉　康生 姫路市 吉田　繁良 神河町 郡安　昌美 太子町 自念　昭三 姫路市

奨 励 賞
松本ます子 福崎町 藤原　忠子 神河町 西川　和子 加古川市
井上　   晃 朝来市 田中　美子 神河町 治郎丸輝明 姫路市
髙内　好子 神河町 児島　慶二 神河町

藤原　俊郎 神河町
招 待 作 家 中野　敏江 姫路市 橋本　正義 神河町 足立　昭子 神河町 岡本　正史 市川町 赤松　省吾 神河町

三宅　美里 姫路市 日和佐治雄 姫路市 教山久仁子 神河町

委 嘱 作 家
岸田　成美 神河町 水野　洋子 姫路市 新宮　善一 宍粟市 安部　康子 神河町
藤原　信子 姫路市 竹西　教子 神河町
米田　三枝 姫路市 田路　勝俊 姫路市

藤本　陽子 福崎町
審 査 員 山田美耶子 神戸市 知念　正文 神戸市 牛丸　好一 神戸市 森井　禎紹 三田市 津野　充聡 神戸市
○招待作家は、公民館教室の指導者を経験された方です。
　委嘱作家は、神河町美術展（神崎町美術展を含む）で２回町長賞を受賞された方、及び審査員、運営委員会の推薦者です。

【洋画】
町議会議長賞
『出石城跡』
徳賀さよ子

【洋画】
郡美術協会長賞
『沈黙の時』
宮永紀代美

【洋画】
町商工会長賞
『木漏れ日』
足立　知一

【写真】
奨励賞

『優美に咲く』
児島　慶二

【書】奨励賞
『漢詩句　　　　
秋山夢を破りて』

田中　美子

【書】
神河町長賞
『一心』

上野　綾子

【書】
町商工会長賞
『雪月花』
竹原　陽子
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越知川名水街道　秋物語

　越知川名水街道スタンプ物語りー

　3箇所以上の施設に立ち寄りクイズに答えれば、神河町のすてきな賞品（コテー
ジ宿泊券、お米、名水サービス券他）があたるスタンプラリーです。
　歩いても車でも自転車でも参加ＯＫ！春及び夏物語の参加者は 173 名ありまし
た。
　スタンプラリーの参加施設は、神崎木工芸センター「かんざきピノキオ館」、
グリーンエコー笠形、川の駅不動の郷工房、越知ヶ峰名水、千ヶ峰南山名水、ふ
れあい喫茶「ほっと」、ふれあい喫茶「きちゃった」、新田ふるさと村の 8箇所です。
　参加方法などの詳細は、新聞折り込みチラシをご覧いただくか、イベント当日
参加施設でお尋ねください。

　越知川名水街道物語（春・夏・秋）は、観光施設や店舗などが手を取り合って、そこに住む住
民も参画し、越知川沿いの四季折々の自然、催し、グルメ、そして名水などを町内外に PR する
ものです。
　今年で３年目を迎え４月 21 日（日）の春物語・7 月 7 日（日）の夏物語に引き続き 11 月 10 日（日）
に秋物語が開催されます。
　町民の皆様も是非、地域の方とのふれあいや食と自然を満喫して下さい。

お願い
◎雨天でも開催しますが、荒天等中止の場合は告知放送でお知らせします。
◎ドライバーの方は、徐行運転にご協力ください。
◎各施設を移動される場合は、コミュニティバスをご利用ください。

主催・問合せ
神河町観光協会　☎ 34 － 1001

よーきち
ゃったな

ー

ぶらり　グルメ＆収穫祭！

ほっと　ホット　HOT！！

今年もおいしいもんがいっぱいあるよ～！

◎詳しくは、11 月 7 日（木）の新聞折り込みをご覧ください。

昨年の秋物語の様子（グリーンエコー笠形）今年の夏物語の様子「ピノキオ館」

と　き　11月10日（日）
ところ　越知川名水街道沿い
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　越知川名水街道　ほっと　ホット　ＨＯＴ　スポット

国道３１２号播但有料道路

岩屋

越知

大畑

作畑

新田

おいしいもん食べ歩きツアーはいかがですか？

グリーンエコー笠形「秋の収穫祭」と「笠形山登山」
営業時間：8時 30 分～ 22 時（収穫祭は 9時 45 分～ 15 時 30 分まで）
○秋の収穫祭
・ゆず祭りだぞ～！
　ゆずを大特価にて販売・自家製ゆず製品の販売
・グリーンエコーに地域のトレトレ新鮮野菜や新米
などが大集合！
・もちつき大会もあるよ！（あんこ、ゆずあんこ 他）
・ステージイベント
①  9：45 ～　大河内太鼓によるオープニング
② 10：00 ～　“神河応援隊”結団式

③ 11：00 ～　カーミンショー（カーミンダンスなど）
④ 11：30 ～　ゆず重さ当てゲーム

○笠形山登山（雨天中止）
　　播磨富士として名高い紅葉真っ盛りの「笠形山」
に登ってみませんか！下山後は、つきたてお餅の
ご賞味とお風呂に入って疲れをいやしてね！
・８時40分～受付
　　　 ９時10分出発
　　　14時30分下山予定
・参加費　1,000円
・お餅代、収穫祭商品券、
　　響の湯入浴代、保険料含む
・歩く時間は約４時間　健脚向け
・昼食はご持参下さい（お弁当予約可600円）
・要予約：（0790）32－1307　グリーンエコー笠形

ふれあい喫茶「きちゃった」
営業時間：10 時～ 15 時
○地元のお母さんたちがこ
の日は特別にまぜご飯、
手作り味噌 ( 黒豆、青豆、
白豆 )、手作りこんにゃ
く、からかわ、山椒煮、
ふきの千本炊きなどの田舎料理を販売

○一押しグルメ：大福もち

ふれあい喫茶「ほっと」		
営業時間：10 時～ 15 時
○一押しグルメ：千ヶ峰南山
　名水を使ったコーヒー、紅
　茶といなり寿司
○有機野菜の店頭販売	 	 	 	
	 	

川の駅（不動の郷工房）
営業時間：9時～ 15 時
○一押しグルメ：不動巻、
　さば寿し、手作りコロッ
　ケ、焼き餅、手作り味噌、
　手作りこんにゃくなど
○地元産新鮮野菜、新米の販売

千ケ峰ふもとでふれあい協議会　「野菜収穫体験」
　新田・作畑地区では、村
おこしを目的に都市住民を
対象とした田舎暮らし体験
を始めました。
　当日は、野菜収穫体験
（参加費大人 3,500 円・子供
1,000 円：要予約）を開催します。町民の方も可。
要予約：☎（0790）33 － 0013（神河町地域交流センター）

新田ふるさと村「秋のおいしいもん祭り」
営業時間：10 時～ 17 時（イベントは 15 時まで）
○新田ふるさと村ならではのグルメがいっぱい！！
油を使用しない唐揚げと
ポテト、お好み焼き、焼
きもち、山菜おこわなど

○そば打ち体験、丸太切り
体験もあるよ！

千ヶ峰南山名水「秋の名水祭り」
営業時間：9時～ 18 時
○一押しグルメ：越知川名
水街道自転車下り 特選
駅弁

○野菜等地域特産物大売出し

寺
前
駅

根宇野柚子生産組合　神河町特産「柚子」の販売
　公民館内「柚子の郷コミュニティー広場」で、柚子、
野菜などを販売

越知ヶ峰名水・喫茶わんかし
営業時間：9時～ 17 時
○一押しグルメ：ふっくらもちパイ

“神河応援隊”始まります！
　町観光協会では、素晴らしい自然や歴史、温
かい人々とのふれあいなど すてきな宝物がい
っぱいある神河町をたくさんの方に知っていた
だくために 町外在住の方を対象に、神河応援
隊を募集いたしました。その結果 252 名の方々
が神河応援隊に入隊して下さいました。 
11 月 10 日（日）、越知川名水街道秋物語とあ
わせて、グリーンエコー笠形において ｢神河応
援隊 結団式｣ を開催します。

根宇野

越
知
川

越
知
川

かんざきピノキオ館

　　　「昔あそびと米粉のお好み焼きの販売」

営業時間：９時～ 16 時半
○一押しグルメ：米粉の
　お好み焼き、ピノキオ
　館特製コーヒー、紅茶
○昔あそびコーナー
　（竹馬、竹とんぼ、水鉄砲など）
○工作コーナー（ネームプレート、
　　　　　ウェルカムボード、積み木工作など）
○店内木工商品５％割引　木工体験５％割引

“かみかわ銀の馬車道まつり”開催！
11 月 1 日（金）～ 10 日（日）

　10 日（日）は、中村・粟賀町旧街道沿いでも、ステージ
イベントやグルメブースなどのイベントを開催しています。
是非お立ち寄りください。
問合せ　町商工会　☎３２－０２９５

山田



平成 25 年 11 月 1 日16 

ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら、
総務課（☎ 34 － 0001）までお知らせください。

故　 前田　勇　さん（大畑）　旭日単光章受章

　前田さんは、昭和54年から、通算４期16年の長きにわたり
神崎町議会議員として在職されました。この間、議会活動を
通じ、常に全町的な視野に立って、住民福祉の向上に尽力さ
れました。文教厚生常任委員会、病院建設特別委員会などに
所属し、特に学校教育設備の整備、地域医療の充実などに力
を注がれました。
　多大な功績に対し、改めて感謝と敬意を表します。

　（平成25年7月20日逝去）

教 育 講 演 会 開 催

　9月30日（月）、神河中学校体育館において教育講演会が
開催されました。
　2013世界陸上に出場された、神河町出身の藤原正和選手
（本田技研所属）をお招きして、神河中学校生徒・町内小学
生・一般の方にむけ、「あきらめない心」と題し講演をいた
だきました。

交通安全啓発パレードを開催しました
　9月26日（木）に秋の全国交通安全運動にあわせ、福崎交
通安全協会神河支部及び、同協会婦人部神河支部主催による
交通安全啓発パレードが開催されました。
　福崎警察署の協力のもと、キッズ交通保安官や神崎保育園
鼓笛隊が参加し、神崎支庁舎から公立神崎総合病院付近まで
の区間で、本格的なパレードを行いました。参加者の誰もが
力いっぱい行進し、交通安全を呼びかけました。
　なお、パレードの際にお車で通行された方には、御協力を
いただきまして誠にありがとうございました。

キッズ交通安全保安官の 藤原瑛
え い と

人 くん
（神崎小5年）

副町長と福崎警察署長も参加されました 力強く行進する神崎保育園鼓笛隊

◇ ◇

◇ ◇

◇ ◇
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　大山老人クラブ（佐想勝美会長　会員数 113 名）が平
成 12 年に国道 312 号線沿いの大山区大師堂前のポケッ
トパークに花壇を造成され、以降 6月にはサルビア・ベ
ゴニアなどを、11 月には葉ボタン・ビオラなどを植栽
する活動を展開されています。この度、その活動が高く
評価され、兵庫県姫路土木事務所長から県知事に推薦さ
れ、9月 14 日に「兵庫県くすのき賞」を受賞されました。
おめでとうございます。これからも大変ですが、花を育
て、皆さんの目を楽しませてください。

大山老人クラブが「兵庫県くすのき賞」を受賞 !!

神崎小学生 3 名が体操競技大会でみごと入賞

　去る8月31日、姫路市中央体育館において開催された第66回姫路市民体育大会に神崎小学生3名が出場
し、みごと全員が入賞を果たしました。

　9月8日（日）に姫路職員福利センターで「第７回中播磨子ども会オ
セロ大会」が開催され、61人参加のもと盤上で熱い対戦が繰り広げら
れました。
　町内から3人の小中学生が参加し、低学年の部で五島悠斗さんが見
事優勝の栄に輝きました。なお、五島さんは、来る10月27日に開催さ
れる「兵庫県子ども会60周年記念オセロ大会」に、中播磨の代表とし
て出場されます。

第７回　中播磨子ども会オセロ大会

【低学年の部】 優　勝　五
ご し ま

島　悠
ゆ う と

斗さん （寺前小３年：高朝田）

　なお、松本百音さんは8月30日に開催された第34回兵庫県ジュニア体操競技選手権大会にも出場し、
女子C1クラス団体総合第4位入賞（得点116.200）とすばらしい成績を収めました。今後も更なる活躍を
期待しています。

松本　百
も ね

音さん（神崎小4年：中村）（写真中）
　小学一部女子団体1位入賞金メダル獲得
（得点　100.60）

藤原　佑
ゆ う な

奈さん（神崎小6年：柏尾）（写真右）
　小学二部女子団体第5位入賞（得点　59.40）
　女子とび箱第3位入賞銅メダル獲得　（得点8.60）

藤原　大
た く

空さん（神崎小2年：根宇野）（写真左）
　小学二部男子団体第1位入賞金メダル獲得

（得点　76.15）

◇ ◇

◇ ◇

◇ ◇
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　11 月 の 保 健 行 事
実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

8 日
（金）

すくすく相談 
（ 乳 幼 児 相 談 ）

H24.10 月・Ｈ 25.3 月
　生まれ及び希望者

13：30
～ 14：30 神

崎

支

庁

舎

26 日
（火）

もぐもぐ教室 
（ 離 乳 食 教 室 ）

H25.7.26 ～
　H25.9.20 日生まれ

13：30
 ～ 13：40

27 日
（水） 1 歳 6 か月児健診 H24.3 ～ 5 月生まれ 13：00

 ～ 13：30

5 日
（火）

健 康 福 祉 
なんでも相談 一般住民 9：00

 ～ 11：30

～かみかわの食育～　食育標語入選作品発表
　「食」は私たちの身体と心を育む基本です。今回、食について改めて関心を持ってもらえるように、小
中学生を対象に食育標語を募集しました。181 点の応募作品の中から厳正な審査により、次の 5点が入選
作品として決りました。「共食」「朝ごはん」「バランス」「地産地消」「感謝」が表現されている、すばら
しい標語です。		 	 	 	 	 	 	 	
　最優秀賞　　地元産　おいしく食べてる　健康家族　　　　　　神崎小学校　５年　藤原　綺女
　優 秀 賞　　今食べる　食事が未来を　決めている　　　　　　神河中学校　１年　小寺　ほのか
　優 秀 賞　　おいしいね　みんなで食べる　笑顔の食卓　　　　寺前小学校　６年　児島　結愛
　入　　賞　　朝ごはん　毎日食べて　元気に登校　　　　　　　神河中学校　２年　岸上　萌々
　入　　賞　　「ごはんやで～」　ママのよぶこえ　うれしいな　　寺前小学校　１年　足立　英士

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　ケアステーションかんざきでは、11月16日（土）
午後２時～４時に『自分の強みを活かして生きる
～障害のある人がいきいきと活動する片山工房の
実践～』と題して、地域公開講座を開催します。
　今回お話いただく新川さんは、神戸市にある片
山工房で代表をされています。片山工房では、障
害のある方々にとって、アート（表現）がその人
の持っている能力を最大限に活用できる手法と捉
え、表現活動に取り組んでおられます。
　従来の効率を求める社会では力を発揮しきれな
かった人達が、絵画活動などを通じて自分の力を
発揮したり、周りの人から喜ばれたりして、生き
がいを持って生活されています。
　障害のある人の中には、周りの人はもちろん、
その人自身も自分の強みに気づいていないことが
あると思います。

自分の強みを活かして生きる
～ケアステーション地域公開講座のお知らせ～

　片山工房では、その人の『できる』ことを一緒
に見つけて活かしていくことを大切にされていま
す。
　「障害があってもなくても、自
分の持っている力を活かして生き
る！」そんな実践をご紹介いただ
きます。　
　当事者、家族はもちろん、福祉
の事業所や企業の方など地域の皆
さんにも聞いていただきたい内容
です。ぜひご参加ください！！

11月15日㈮に兵庫県赤十字血液センター　姫路事業所から献血車が神河町にやってきます。
お一人でも多くの皆様からの献血へのご協力をお願いします。

【献血対象年齢】	 	 	 	 	 	 	 	 	
400ｍｌ献血：17～69歳（男性）、18～69歳（女性）
※ 65歳以上の方は、60～64歳の間に献血経験がある場合に限ります。

献血の
お願い

実　施　日 受　付　時　間 実　施　場　所

11月15日（金）
１０：００～１１：３０ 神河町役場（神崎支庁舎）
１３：３０～１６：００ 神河町役場（本庁舎）

い　つ：11月16日（土）午後２時～４時
場　所：ケアステーションかんざき２階研修室
　　　　　　　　　　（公立神崎総合病院　隣）
講　師：片山工房　　代表　　新川　修平　氏
参加費：無料
その他：託児あり（ご希望の方は事前申込みが必要です）
　駐車場はケアステーション北・東駐車場をご利
用ください
※くわしくはケアステーションかんざきまでお問
　い合わせください

保
健
・
福
祉

　インフルエンザの発病防止や重症化予
防のため、流行前に予防接種をすること
が有効です。対象者には個別に通知して
いますので、遅くても 12 月中旬までに
は受けましょう。
対象者：①接種日に満 65 歳以上の方
　　　　②接種日に満 60 ～ 64 歳までの
　　　　　身障手帳 1級所持者（心臓・
　　　　　腎臓・呼吸器）
接種期間：10 月 21 日㈪～ 12 月 27 日㈮
接種費用： 1,500 円

高齢者インフルエンザ予防接種
のお知らせ
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

寝違えた時の対処方法について教えてください。

症状が軽い場合は数日安静にしていれば、軽減していきます。長引いたり悪化していく場合、痛みが
強い場合は整形外科を受診しましょう。
　　寝違えの原因は、寝ている時の態勢に無理があり、首や肩、背中に負担がかかることによる場合
や、慢性的な肩こりやリウマチが原因の場合、枕の高さが自分のサイズに合っていない場合、自分
でも気付かない発熱時などに起こりやすくなります。
　　もし、寝違えても一般的に痛みは短期間で消えていきますが、痛みが治まらない場合や症状が悪
化していく場合は整形外科を受診し、レントゲン写真を撮り、頚椎（けいつい）（首の骨）に異常が
ないか調べた上で、経皮消炎鎮痛剤（いわゆるシップ薬）を貼る、カラーで固定するなどの治療方
法があります。それでも治まらない場合は、筋弛緩剤、消炎鎮痛剤などを飲んでいただく場合があ
ります。
　　リハビリテーションでは医師の処方により、寝違えた直後は冷やす事が有効ですが、以後は、ホ
ットパックで患部を温める、頚椎を牽引する、干渉低周波という電気治療を行う物理療法がありま
す。リハビリテーションを希望する場合は、医師にその旨お伝えください。
　　整形外科になかなか行けない場合は、最初は患部を冷やしますが、痛みが治まってくると、蒸し
タオルなどで温め、その後マッサージをするのが良いと思われます。痛みがひどくなくなれば、痛
くない程度に筋肉のストレッチを徐々に試していきましょう。

寝違えない予防法を教えてください。

まず、うつ伏せで寝ないよう心がけましょう。また、枕の高さを調整しましょう。
　　寝違えが多い人はうつ伏せで寝る癖があるようです。うつ伏せで寝ると首を左右どちらかに曲げ
た状態で寝てしまうことが多いため、そこに大きな負担がかかり寝違えてしまいます。できるだけ
うつ伏せで寝ないように心がけましょう。
　　また、枕の高さをタオルなどを使って微調整し、自分に合った高さの枕を使用するようにしまし
ょう。

リハビリテーション技術科科長　東後　篤和

公立神崎総合病院のコーナー
Q

A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q
A

①もち米は洗って４時間以上水に浸す。
②黒豆もよく洗い、塩を入れた水に一晩漬ける。
③沸騰湯に黒豆を入れ、そのまま１時間おく。
④もち米をザルに上げ、米と黒豆をむらなく混ぜ合わせ、
　蒸し器で40分間蒸す。
＊色をつける時は、途中２回、黒豆の漬け汁をふる。
＊白むしの時は、飯切りにとり塩水をふり入れて、再び蒸す。

（いずみ会郷土料理レシピ集より）

・もち米……………１升（1.4kg）

・黒豆…………… １合（130 ｇ）

　塩……………………… 20 ｇ

　水……………………… 200ml

～地元のもち米と黒豆を使って～

（主食）黒豆おこわ（１升分）

いずみ会からのお知らせ
　～めざせ減塩！あと１グラム～を目標に、かるしおレシピの普及
やみそ汁の塩分チェックを実施しています。
　みなさんも一度、ご家庭のみそ汁をチェックしてみませんか？
　健康福祉課内いずみ会事務局（３２－２４２１）まで、お問い合
わせください。お電話お待ちしています。

（おこわ 150g の栄養価）
エネルギー　	 276kcal
たんぱく質　	 6.6g 
塩　分　　　　　  1.0g

保
健
・
福
祉
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国 保 だ よ り

11月
ロビー展

中央公民館
創作小物作品展（中島峰子氏出展）

神崎公民館
写真展（廣納忠良氏出展）

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

第８回　ふるさと文化祭
芸能発表会・作品展のご案内

あ や め 学 級 　　　　　　　会場：中央公民館
月　日 時　間 内　　　　　容

11月 14 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座　⑦
「健やかな孫育ての知恵」
　町教育委員会社会教育指導員
　　　　　段床　繁雄　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑥
（俳句・短歌・民謡・園芸・
コーラス・色えんぴつ画）

あじさい学級 　　　　　　　会場：神崎公民館
月　日 時　間 内　　　　　容

11月 28 日㈭

10：00 ～
　11：30

教養講座　⑦
「私の国際理解」
　　　前神河町教育長
　　　　　山田　征男　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑥
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・野の花・園芸・グラウ
ンドゴルフ）

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室
（初級）

11月	 1日㈮　⑪
10：00～

11月15日㈮　⑫

会場：神崎公民館公 民 館 教 室 　　　　　

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
11月	 7日㈭　⑨

19：30～
11月21日㈭　⑩

楽しいお菓子づくり教室 11月	 9日㈯　③ 	9：00～

子ども茶道教室 11月	 4日㈷　⑥ 芸能発表会
お茶席

パソコン教室（初級）
11月	 9日㈯　⑧

10：00～
11月30日㈯　⑨

会場：中央公民館公 民 館 教 室 　　　　　

芸能発表会　11月4日㈷	　10時～16時（予定）	 	
　会場　中央公民館グリンデルホール
作品展　11月1日㈮・2日㈯　9時～18時	 	 	
　　　　11月3日㈰　　　　 9時～15時	 	 	
　会場　神崎公民館・神崎体育センター

日　時　12月８日（日）

　　　　開場14：00　開演14：30

場　所　神河町中央公民館　グリンデルホール

主　催　神河町･神河町中央公民館

月　　日 時間 内　　　　容

11 月 16 日㈯ 13：30 ～
　15：00

「黄葉・紅葉（こうよう・こうよう）」
　　　元姫路科学館長

家永　善文　先生

会場：中央公民館成人ゼミナール ⑦

入場料　2,500円　全席自由席（当日券は500円増）
前売券取扱所　中央公民館・神崎公民館
　　　　　　　神崎支庁舎・センター長谷	
好評発売中！	 	 	 	 	 	
　前売券発売期間中にチケットが完売した場合、当
日券は発行しません。

　月亭八方

　師匠可朝や大
師匠米朝の指導
を受け、古典落
語を得意としな
がら、新作落語
の創作にも取り
組む。「八方一
門会」の開催を
機会に、どんど
ん落語会をやっ
ていきたいと意
気込んでいる。
テレビでも活躍
中！

～八方師匠が遊方・文都をつれてやってくる！～

第３回かみかわ寄席　「月亭八方一門会 」

　月亭遊方

　自由奔放な口
調で、日常の面
白さを切り取り、
どこか微笑まし
いドタバタ劇を
作り上げる手腕
にすぐれている。
躍動感あふれる
エンターテイメ
ント性には定評
がある。

七代目
　月亭文都

　持ちネタは100
近く、笛も得意と
しており、月亭一
門では異色の本格
派。芸風は緻密で、
繊細な楷書を思わ
せる。各地でも落
語会を開催、積極
的に活動を繰り広
げている。

　月亭天使

　Ｈ22、文都に入門。
八方の孫弟子、米朝の
玄孫弟子にあたる女流
落語家。

出　演
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【神崎公民館】
壺中の回廊	 松井今朝子
増山超能力師事務所	 誉田　哲也
断固として進め	 江上　　剛
娘の結婚	 小路　幸也
もう一枝あれかし	 あさのあつこ
Ｓの継承	 堂場　瞬一
オレたちバブル入行組	 池井戸　潤
オレたち花のバブル組	 池井戸　潤

他8冊

新着図書のご案内
【中央公民館】　　　　　
鏡の花	 道尾　秀介
愛の夢とか	 川上未映子
風に立つライオン	 さだまさし
瑠璃色の涙	 泉ウタマロ
死ぬまでに行きたい！世界の絶景	 詩歩
鶏が鳴く　	 波多野　陸
すっぽん心中	 戌井　昭人
検察側の罪人	 雫井　脩介
原発ホワイトアウト	 若杉　　冽
祈りの幕が下りる時	 東野　圭吾
	 他12冊
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澤
田　

正
美

文　芸　欄

　少年が抱える切ない空
想、曼珠沙華が語る夫の
過去。老夫婦に届いた絵
葉書の謎、少女が見る奇
妙なサソリの夢。姉弟の
哀しみを知る月の兎、製

鏡所の娘が願う亡き人との再会。ほんの小さな行
為で、世界は変わってしまった。それでも――。
六つの世界が呼応し合い、眩しく美しい光を放つ。
まだ誰も見たことのない群像劇。

　昭和五年、東京。
「忠臣蔵」の舞台で事件
は起きる。容疑者は役者、
裏方、観客すべて。だが、
「嘘をつくのが商売」の
役者たちを相手に捜査は

難航。築地署は江戸狂言作者の末裔・桜木治郎に
捜査協力を要請した。激動の時代を背景にした渾
身の長編歌舞伎バックステージ・ミステリー。

壺中の回廊
　著　者　松井　今朝子
　発行所　集英社

鏡の花
　　著　者　道尾　秀介
　　発行所　集英社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 27 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育

センター

A 22 日
（金） 体育館シューズ

（親子）　
お茶
汗拭きタオルＢ 8日

（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

おひさま

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　友だちつくり

6日（水）
きらきら館

20 日（水）

１
歳
児

ひ
ま
わ
り

遠足に行こう 5日（火）ヨーデルの森
クリスマス工作 19 日（火）きらきら館

さ
く
ら
ん
ぼ

遠足に行こう 12 日（火）ヨーデルの森
クリスマス工作 26 日（火）きらきら館

２
歳
児

ぶ
ど
う

わくわく学習会 14 日（木）きらきら館
クリスマス会準備 28 日（木）大河内保健福祉センター

バ
ナ
ナ

わくわく学習会 15 日（金）きらきら館
クリスマス会準備 29 日（金）大河内保健福祉センター

3 歳児
老人クラブ交流 7日（木）大河内保健福祉センター
親子クッキング 21 日（木）大河内保健福祉センター

自由参加
おひさま広場 13 日（水）神崎支庁舎
おひさまタイム 12月 4日（水）大河内保健福祉センター

～おひさまタイム～
と　き　12月4日（水）　10：00～11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さ
　　　　んと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ歌・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。お誕生会は12月・1
　　　　月生まれのお友だちです。
参加費　無料　　　
持ち物　お茶

※グループ活動は途中入会もできます。

《１歳児パン作り教室》

《２・３歳児運動会》

【グループ活動】 時間　10：00 ～ 11：30

～おひさま広場～
と　き　11 月 13 日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　神崎支庁舎
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんもお孫さんと
　　　　一緒にどうぞ）
内　容　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　子育ての相談も受け付けています。
参加費　無料

きらき
ら館だより　
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子育
て学習センターサークル紹介（神崎公民館）

松　風　会

問合せ　きらきら館☎32－2410

　私達、松風会は、活動を始めて19年になります。
　日頃使う生活用語から、かな、漢字、万華がな等
を自由に選び、練習しています。
　書の美を身体に付けるのですから、奥ゆかしさが
生まれます。又、練習を多くする程、上達は早くな
ります。
　ボールペンの字が苦手でも、関係ありませんの
で、一寸でも望みを持っておられましたら、ぜひ一
度おいで下さい。会員一同、お待ちしております。

活動日　毎月２回　第１、第３土曜日
時　間　午前９時30分～11時30分
場　所　神崎公民館　２階　視聴覚室
指導者　松本　鶴子　
代表者　富田　弘子　☎３２－１８１６

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　
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ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　神崎公民館　☎３２－１６８１

あおぞら図書館（巡回）

11 月  7 日（木）新田～岩屋 方面
11 月 16 日（土）上小田～宮野 方面

11 月 30 日（土）10：00 ～
『怪盗グルーの月泥棒』

　世界一の悪党を目指す怪盗グルーが狙うもの
は “ 月 ” だった。ドタバタの冒険と家族愛が描か
れた作品です。皆様お誘いあわせのうえ、ぜひお
越しください。入場は無料です

おはなしなあに？

11 月 9 日（土）　10：00 ～
・季節の本の読み聞かせ

きらきらミニシアター

　きらきら館の本を持って、午前９時から 12
時の間にみなさんの地域へ出かけます。
　車で巡回していますので、お気軽に声をか
けてくだされば停車し、貸出します。
　様々な本を用意していますので、ぜひご利
用ください。

■
■ 神

河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

88

子どもたちへ読み聞かせの様子

　

「
埋(

う
め)

田(

だ)

神
社　

秋
季
祭
礼
」　

１
０
月
の
第
二
土
日
に
埋
田
神
社
の
秋
祭
が
は
れ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
埋
田
神
社
は
中
世
に
は
法
楽
寺
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
と

も
荘
園
の
惣
社
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
氏
子
域
は
粟
賀
荘

五
ヶ
村
（
粟
賀
町
村
・
中
村
・
福
本
村
・
山
田
村
・
根
宇
野
村
）

で
し
た
。

現
在
で
は
中
村
・
粟
賀
町
の
産
土
神
で
あ
り
粟
賀
町
の
大
歳
神
社

は
そ
の
御
旅
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
祭
礼
に
は
、
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
中
村
獅
子
舞
」

や
「
こ
ど
も
相
撲
」
が
奉
納
さ
れ
る
ほ
か
「
屋
台
」
や
「
御
輿
」

が
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
の
終
わ
り
の
頃
の

祭
礼
の
様
子
を
描
い
た
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
祭
礼
図
」

絵
馬
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
埋う
め
だ田
神
社
　
秋
季
祭
礼
」

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

89

中村獅子舞 埋田神社御輿

　

10
月
の
第
二
土
日
に
埋
田
神
社
の
秋
祭
が
は
れ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
埋
田
神
社
は
中
世
に
は
法
楽
寺
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
と

も
荘
園
の
惣
社
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
氏
子
域
は
粟
賀
荘

五
ヶ
村
（
粟
賀
町
村
・
中
村
・
福
本
村
・
山
田
村
・
根
宇
野
村
）

で
し
た
。

　

現
在
で
は
中
村
・
粟
賀
町
の
産
土
神
で
あ
り
粟
賀
町
の
大
歳
神

社
は
そ
の
御
旅
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
祭
礼
に
は
、
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
中
村
獅
子

舞
」
が
奉
納
さ
れ
る
ほ
か
「
屋
台
」
や
「
御
輿
」
が
地
区
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
の
終
わ
り
の
頃
の
祭
礼
の
様
子
を

描
い
た
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
祭
礼
図
」
絵
馬
も
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

粟賀屋台 中村子ども屋台
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カ
ー
ミ
ン
の
収
穫
祭

　

カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内
所
前
広

場
に
て
、収
穫
祭
を
実
施
し
ま
す
。

地
元
の
採
れ
た
て
野
菜
や
手
作
り

加
工
品
を
販
売
し
、
実
り
の
秋
を

堪
能
し
ま
し
ょ
う
。
銀
の
馬
車
道

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
、
素

敵
な
賞
品
も
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ

う
。

　

カ
ー
ミ
ン
も
遊
び
に
来
ま
す

よ
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

と　

き　

11
月
３
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内
所

問
合
せ　

町
観
光
協
会

　
　
　

☎
３
４
―
１
０
０
１

第
５
回　

神
河
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ

Ｘ
大
会　

参
加
者
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
で
の
公
式
競
技
で
も
あ

る
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
職
場
、
仲
良
し
グ
ル

ー
プ
で
３
人
か
ら
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。
神
河
町
の
記
録

１
，
２
３
６
ポ
イ
ン
ト
（
一
昨
年

の
第
３
回
大
会
「
神
崎
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
５
年
」
樹
立
）
を
抜
い
て

神
河
町
の
新
記
録
樹
立
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

本
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
対
象
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。
大
会
に
参
加
し
て
健

康
増
進
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
24
日
㈰９

時
～
12
時

と
こ
ろ　

神
崎
体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

兵
庫
県
内
に
在
住
・
在

　

勤
で
あ
れ
ば
可

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
先
・
問
合
せ

　

11
月
13
日
㈬
ま
で
に
教
育
課
へ

　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

そ
の
他　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
運

　

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
を
。

　

20
歳
以
上
の
参
加
者
は
、
健
康

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
持
参

く
だ
さ
い
。

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
と
は
？

　

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
を
簡
単
に

言
う
と
『
大
縄
跳
び
』
で
す
。

【
跳
ん
だ
人
数
】
×
【
跳
ん
だ
回

数
】
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
合
う
競

技
で
す
。
５
人
で
１
５
０
回
跳
ぶ

と
７
５
０
ポ
イ
ン
ト
。
ロ
ー
プ
の

長
さ
は
10
ｍ
、
挑
戦
で
き
る
回
数

は
１
チ
ー
ム
３
回
で
す
。

　

ち
な
み
に
日
本
記
録
９
９
１
２

ポ
イ
ン
ト
に
８
人
で
挑
戦
す
る

と
、
１
２
３
９
回
跳
べ
ば
新
記
録

樹
立
で
す
！！

こ
う
ふ
く
フ
ェ
ス
タ

第
１
回
ふ
く
さ
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

参
加
者
募
集

　

神
戸
医
療
福
祉
大
学
で
は
、「
こ

う
ふ
く
フ
ェ
ス
タ　

第
１
回
ふ
く

さ
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
競
技
開
始　

雨
天
決
行

コ
ー
ス　

【
中
学
生
男
子
・
高
校
生
・

一
般
（
５
　
）】

大
学
正
門
～
田
口（
金
剛
城
寺
前
）

往
復

【
中
学
生
女
子
（
３
　
）】

大
学
正
門
～
1.5　

地
点
折
り
返
し

往
復

【
中
学
生
男
子
（
３
　
）】

大
学
正
門
～
1.5　

地
点
折
り
返
し

往
復

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

11
月
５
日
㈫
ま
で

問
合
せ

　

神
戸
医
療
福
祉
大
学　

学
生
課

☎
２
２
―
５
１
２
５

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
（
た

だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
は
３
月
15
日
）ま
で
は
、

狩
猟
期
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ
ン

タ
ー
も
山
へ
猟
に
入
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
な
ど
で
山

へ
入
ら
れ
る
場
合
は
、
目
立
つ
服

装
で
入
山
す
る
な
ど
事
故
防
止
に

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,833 人　	（－	 	5）
　女　　6,537 人　	（　	 	0）
　計　	12,370 人　	（－	 	5）
世帯数　4,131 世帯（＋	 	2）

人 の 動 き

※ 2013 年 9 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　23 人
　出生　		4 人

転出　17 人
死亡　13 人

※ 2013 年 9 月中の異動

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ハ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

な
狩
猟
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
振
興
課
農
林
業
係

☎
３
４
―
０
９
６
０

住
生
活
総
合
調
査
にご

協
力
下
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県

お
よ
び
市
町
村
の
協
力
の
も
と
に

12
月
１
日
、全
国
各
地
に
お
い
て
、

５
年
に
一
度
の
「
住
生
活
総
合
調

査
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
に
つ
い
て

皆
様
が
日
頃
ど
の
よ
う
に
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
か
を
伺
う
も
の

で
、
今
後
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
住
宅
施
策
を
行
う
上
で
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
協
力
い

た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
、
神
河

町
内
で
は
約
32
世
帯
を
抽
出
し
て

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
21
日
㈭

か
ら
12
月
10
日
㈫
ま
で
の
間
、
統

計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が

対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ

　

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

☎
３
４
―
０
１
８
５

障
害
者
歯
科
講
演
会

　

神
崎
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
日

本
障
害
者
歯
科
学
会
理
事
長
の
緒

　

募　

集　
　

　

イ
ベ
ン
ト

　

お
知
ら
せ

km
kmkm

km

km
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方
克
也
先
生
を
お
招
き
し
て
、「
地

域
で
診
る
障
害
者
」
と
題
し
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の

方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　

き　

11
月
28
日
（
木
）

午
後
３
時
か
ら

と
こ
ろ　

市
川
町
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

受
講
料　

無
料

申
込
先　

神
崎
郡
歯
科
医
師
会

（
田
隅
歯
科
医
院
）

　

☎
２
６
―
２
４
３
２

　

FAX
９
８
―
２
３
４
９

11
月
25
日
～
12
月
１
日
の
間
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

　

兵
庫
県
警
察
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

の
心
の
悩
み
や
精
神
的
不
安
等
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
窓
口

・
兵
庫
県
警
察
被
害
者
支
援
室

☎
０
１
２
０
―
３
３
８
―
２
７
４

　
　

土
、
日
、
休
日
を
除
く

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８
―
３
６
７
―
７
８
３
３

　

電
話
相
談　

火
・
水
・
金
・
土

　
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

面
接
相
談
（
法
律
・
心
理
）
…

要
予
約

問
合
せ

　

福
崎
警
察
署
警
務
係

☎
２
３
―
０
１
１
０

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
会
・
司
法
書
士
会
の
協

力
を
得
て
、
多
重
債
務
者
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
消
費
者
金
融
か
ら
借
り
入
れ

を
し
た
が
、返
済
が
滞
っ
て
い
る
」

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
た

が
、返
済
で
き
な
く
な
っ
た
」「
ヤ

ミ
金
か
ら
高
利
の
取
り
立
て
を
受

け
て
い
る
」「
給
料
が
下
が
り
住

宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
で
き
な

い
」
な
ど
お
困
り
の
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
14
日
㈯

（
無
料
：
予
約
制
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

開
催
場
所　

兵
庫
県
姫
路
職
員
福

　

利
セ
ン
タ
ー
（
姫
路
総
合
庁
舎

　

敷
地
内　

北
側
）

相
談
体
制　

弁
護
士
・
司
法
書
士

　

に
よ
る
債
務
整
理
相
談

（
30
分
／
１
人
）

　

多
重
債
務
者
支
援
団
体
に
よ
る

家
計
管
理
相
談
（
30
分
／
１
人
）

　

保
健
所
・
健
康
福
祉
事
務
所
に

よ
る
、
こ
こ
ろ
の
相
談

（
30
分
／
１
人
）

相
談
方
法　

面
談
相
談
（
事
前
予

　

約
制
）　

定
員
14
人

予
約
受
付
電
話
番
号

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
６
０
２
３

（
事
務
局
電
話
）

　

受
付
時
間
９
時
～
12
時
と

　
　
　
　
　

13
時
～
17
時
30
分

　

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
０
９
９
３

（
多
重
債
務
相
談
電
話
）

　

受
付
時
間
９
時
～
12
時
と

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

問
合
せ　

中
播
磨
消
費
生
活
創
造

　

セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
６
０
２
３

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業出

張
相
談
会

　

神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
在

住
で
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
な

ど
働
い
て
い
な
い
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
～

　

各
１
名
ず
つ
【
予
約
制
】

と
こ
ろ　

神
河
町
中
央
公
民
館　

会
議
室
（
神
河
町
寺
前
64
）

相
談
員　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈮

主
催
・
共
催　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町

申
込
・
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　

☎
３
４
―
０
９
６
２

い
な
み
野
祭
に
つ
い
て

　

今
回
で
41
回
目
を
迎
え
る
「
い

な
み
野
祭
」
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

と　

き　
　

11
月
16
日
㈯～

17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

い
な
み
野
学
園
構
内

（
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家

９
０
２
―
３
）

内　

容

　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発

　

表
（
絵
画
・
書
道
・
陶
芸
他
）

　

演
芸
大
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

陶
芸
品
・
花
・
野
菜
類
の
販
売

　

県
立
農
業
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

　

る
演
奏
（
16
日
）

　

加
古
川
踊
っ
こ
チ
ー
ム
に
よ
る

　

演
舞
（
17
日
）

問
合
せ

　

兵
庫
県
い
な
み
野
学
園

☎
（
０
７
９
）
４
２
４
―
３
３
４
２

　

Fax
（
０
７
９
）
４
２
４
―
３
４
７
５

﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂

強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と　

き

　

11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号

☎
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

法
務
局
職
員

相
談
方
法　

電
話
相
談
の
み
。

　
　
　
　
　

無
料
。

　
　
　
　
　

秘
密
厳
守
。

訂
正
と
お
詫
び

　

先
月
号
16
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

誤　

か
み
か
わ
商
工
ま
つ
り

　

正　

か
み
か
わ
商
工
祭

問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権

　

擁
護
課

　

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
８
２
１

（
内
線
３
４
５
）
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神河町役場　所在地：〒 679－3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
TEL：0790－34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦町長選挙
　　　　告示日

◦ふるさと文化祭
　　　　作品展②
　9：00 ～神公

◦地区別人権教室
　19：30 ～猪篠

1

3

2

4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 2322

24 25 26 27 28 3029

11 月くらしのカレンダー

◦やまびこ学園
　収穫祭
◦町ぐるみ日曜健診
　8：30 ～	 神支
◦日曜市  カ
◦地区別人権教室
　10：00 ～山田
◦防火パレード
　9：00 ～

町内各地

◦栄養相談
　9：00 ～	 神支

◦ふるさと文化祭
　　　　作品展①
　9：00 ～神公

◦古文書教室
　（初級）
10：00～神公

◦婦人セット健診
　13：00 ～総病

◦楽しいお菓子
　づくり教室
　9：00 ～	 中公

◦パソコン教室
　（初級）
　10：00 ～中公

◦やまびこ学園
　収穫祭

◦ふるさと文化祭作品展③
　9：00 ～神公
◦カーミンの収穫祭
　銀の馬車道クイズラリー
9：00 ～ 14：00

カ
◦砥峰～峰山高原
　ハイキング
◦地区別人権教室
　10：00 ～上小田

◦ふるさと文化祭
　　芸能発表会
　10：00 ～ グ

◦子ども茶道教室
　10：00 ～	 グ 	

◦古文書教室
　（初級）
10：00～神公

◦献血
　10：00 ～神支
13：30 ～ 本

◦成人ゼミナール
　13：30 ～	中公

◦地区別人権教室
　14：00 ～大河
　19：00 ～野村

◦町長選挙
　　　投開票日

◦地区別人権教室
　13：00 ～加納

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～神支

◦ 1 歳６か月児健診
　13：00 ～神支

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味	 13：00 ～
　	 	 　中公

◦地区別人権教室
　13：30 ～越知

◦日曜市  カ

◦町ロープジャンプ
　X 大会
　9：00 ～

神崎体育センター

◦食育の日 ◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦あじさい学級
　教養 10：00 ～
　趣味	 13：00 ～
　	 	 　神公

◦婦人セット健診
　13：00 ～総病

◦パソコン教室
　（初級）
　10：00 ～中公

◦町人権・青少年
　健全育成合同大会
　9：00 ～

グリンデルホール

9

　　
◦各幼・

小学習発表会

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～中公

◦町人協指定
　　実践発表会
　13：50～

寺前小学校

◦ 行 政 心 配 ご
　と相談
　13：00 ～神支

◦すくすく相談
　13：30 ～神支

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

振替休日文化の日

勤労感謝の日


